脳ドック受検てん末記（平成１４年）
· 第１章
　４８歳の年男でもあるし、今年は１泊２日の人間ドックに入ってみようと思い立ったのが、８月頃。１０月１日から２日のドック入りが決まりました。ご存じの通り１泊２日とは言ってもかなり時間に余裕が有り、１日目は午後２時か３時頃、２日目は午前中で終わってしまいます。せっかくと言うことで、オプションに何を受けようか考えたんですが、今年は初めて脳ドックを受けてみようと思い立ちました。以前から、知り合いの無症候性脳梗塞とか本当の脳梗塞、くも膜下出血の話を聞いたりしていましたし、何と言っても町の中を歩いていると、いかにも脳血管障害の後遺症でリハビリに苦しんでいるような人が多いじゃないですか。ああいう風にはなりたくないと言う気持ちですね。それから、最近やはり若いときに比べて物忘れが多いじゃないですか。漠然とそういう感じで受けてみようと思ったんです。検査自体はＭＲＩに頭を３０分か４０分入れているだけで、何の苦痛もありませんが、じっとしていないといけないのが 大変だというくらいです。あと、音がやかましいんですね。カンカンとかビービーとかやたら大きな音がします。眠ってても構わないんですが、やかましくてなかなかそういうわけにもいきません。この検査は脳みそと脳血管の両方を磁気で撮影するようです。（血管の方はＭＲＡと言っているようです。）料金は自費の健診ですから、３５，０００円もかかりました。あとで分かったことですが、機械は日進月歩でその性能には病院によってかなりの差があるようです。
· 第２章
　結果は読影に時間がかかるとかで、３週間後くらいになったと思います。ほかの検査結果は全部来ているのに脳ドックの結果だけがなかなか来なかったですね。あとで分かったことですが、その病院には脳外科の専門医がいなかったんです。そういう病院でも脳ドックは儲かるのでやるんだそうです。結構な総合病院なんですけどね。これも驚き。「脳動脈瘤の疑いがありそうです。脳外科のΟΟ先生の診断を受けて下さい。診察時間は金曜日の午後２時からです。」との通知を受け、１０月はたまたま忙しく出張も多かったりして、金曜日はなかなか病院に行けないのですが、いろいろやりくりして、確か大阪 出張の帰りに説明を聞きに行きました。先生曰く「この映像だけでは疑いがあるとしか言いようがない。私も慈恵医大から来ているんですが、専門は腫瘍の方ですから、血管の専門医である私の同僚を紹介しますので、精密検査等について相談して下さい。写真は貸し出しますし、紹介状を差し上げます」。何と手間のかかることか。大病院はただでさえ受付や受診に待ち時間がかかるのに、その大病院をたらい回しとは、、、、。しかし、ここまで来た以上徹底的に調べるしかないと腹をくくったのでした。
>
>第３章 
　翌週、朝早く慈恵医大へ。案の定初診受け付けや脳神経外科外来の診察待ちで時間がかかります。診察に入ると、「この写真だけでは何とも判断のしようがないですね。とりあえず、うちでＭＲＡと３次元ＣＴ検査を受けてもらって、その結果で判断しましょう。ＭＲＡはこちらの機械の方が精度はいいですし、３次元ＣＴは少量の造影剤を腕から入れますので画像がかなり鮮明になります。それでも疑いがあるということになれば、２日間入院してもらって本格的な血管造影検査をするかどうかですね。放射線科で予約を取って下さい」とのこと。放射線科へ行くと、ＭＲＡはその日たまたま空きがあり、１２時半から受けられ、３次元ＣＴは明日とのことで 出直し。どちらの検査も部位が特定されていることもあり１５分ぐらいのものでした。 ただ、３次元ＣＴの方は造影剤を腕から入れるので、身体がかあーと熱くなるのと、検査後水分を多く取って腎臓の負担を軽くする必要があるそうです。（事前の検査も腎機能が正常でないといけないと言っていました。当方は人間ドックの血液検査の結果で改めての検査は不必要でした。）検査結果は１週間後くらいに診察予約を取って聞きに行くことに。
· >　第４章
　精密検査からその結果を聞きに行くまでおよそ１週間。やはりいろいろと考えましたね。本当に動脈瘤があったらどうしようか。開頭手術までしなければいけないんだろうかとか、何とか破裂しないように生活する方法がないのかとか、いろいろ と。その間、やはりインターネットはすごいと思いました。検索するとさすがにホームページで直接脳動脈瘤に詳しく触れたものはなかったんですが、 インターネット書店に「命の聖域～未破裂脳動脈瘤てんまつ記」（三五館、前野一雄著）と言う本があったんですね。すぐに申込んで読みました。私が今ここで書いている医学知識は半分がお医者さんから聞いたもの、あとの半分がこの本から得たものです。まあ、しかし次の段階は２日間入院のカテーテル検査ですから、開き直っていました。それから、これまでの検査で血管の蛇行か動脈瘤か判定しがたいぐらいのものならば、もしカテーテル検査をするとしても来年の春以降少し暇になったらやろうと考えていましたから。動脈瘤の破裂の確率は大きさと形態によって違うそうではありますが、全体でも１年間に１，２パーセントだそうです。一生破裂せずにすむ 人も沢山いると言うことです。しかし、心配は心配です。確率は低いとしても、もし破裂したらくも膜下出血で、悪くすると死亡、手術がうまくいっても後遺症は覚悟しなければなりません。どちらかというと一発の破裂でぽっくり逝くんだったら予防的手術は選択しない人が多いでしょうね。私もそういう考えです。とにかく、この検査で疑いが晴れなかったら、次の検査を来年してそれから考えようと割り切っていました。 
>
>第５章
　大病院は予約診療ですが、それでも結構待たされるんですね、それはある程度仕方ない面があるにしても、私が検査結果を聞きに行ったときはやや問題がありました。できているはずの３次元CTの写真が脳神経外科の外来に届いてないんですね。MRAの方は来ていたみたいですけど。それで「中で待って下さい」と言われてから、その騒動の一部始終を見てしまいまして、忙しいとは言え、患者がどういう気持ちでこの日を迎えているか、そしてどういう気持ちで待っているかを医療に携わる方々は気にしすぎるぐらいでちょうど良いのではないかと思ったもので す。　２，３０分でCTの写真が放射線科から届きまして、診察室へ。先生は既に写真を見ておられました。左がMRA,右が３次元CTです。MRAは精度が前の病院のものより良いと言うことでしたが、私が見た感じではあまり変わりませんでした。写真が１枚当たり５，６センチ四方と小さく、画像もレントゲン写真がぼけたような感じです。そして前後、左右からの映像から立体的な血管像をイメージして診断する訳です。要するに血管の蛇行で固まりのように写るのか、本当に動脈瘤なのかがはっきりしない訳です。それも、蛇行が平面的であればどちらからか見たときに瘤のようには写りませんが、それこそ３次元的にねじれているときはどの方向から見ても瘤のように写るようです。言われてみれば、確かに瘤のようにも見えるんです。その点、３次元CTは優れものだと思いました。大きさは５，６倍で血管の形が立体的に映し出されています。造影剤を使った威力と機械の性能も関係しているんでしょう。それを見る限り、血管が大きく蛇行しているように見えました。素人の自分にもそう見えるぐらい鮮明な画像です。脳の動脈はあるところまでは左右対称です。私の問題になったところは頸動脈から比較的近いところで２本の頸動脈が一端一箇所に集まり、また４本に枝分かれする当たりで、その左側の「左後大脳動脈」と言うところだそうです。普通は 左右対称にまっすぐ横に伸びているんですが、私の場合左側だけが大きく蛇行しているようです。先生曰く「二つの写真で両方とも疑いなしの時は白判定、片方が怪しいときは教室のみんなで検討して次の検査を行うべきかどうか判断します。従って、次の教室の検討会にかけますので、その後にもう一度いらして下さい。私の直感ではまず血管の蛇行で間違いないと思いますが」。その他、この場所に動脈瘤ができることは極めてまれで、自分が破
裂動脈瘤のクリック手術をした中で、この部位は今までに１回しか経験がないとも言われました。これで９割方は無罪放免です。
· 　終章 
　約１週間後、教室全員による検討の結果を聞きに病院へ。予約は９時半でしたが、またまた１時間ほど待たされました。説明はほんの２， ３分でしたが、こちらもせっかく待ったので、問題になった部位や一般的な脳動脈瘤の説明を確認しました。すでに本などで相当の知識を得ていたのでそれでも時間は１５分位しかかかりません。でも、これで完全に無罪放免ですから贅沢は言えません。先生に感謝しつつ仕事に向かいました。会計は大病院のことで３０分から１時間かかるので、後でもう一度来るか、明日にしようと思ってその日はそのまま帰りました。翌朝病院に寄って会計をしましたが、たったの１６０円でした。結局、この２ヶ月にわたる私の病院通いの結論は、単なる血管の蛇行が動脈瘤と判然と区別しがたいというものでした。また、脳みその方は４８歳にしては立派なものだそうで、梗塞、腫瘍はもちろん、皺もちゃんとしていることが確認されました。もちろん、血管のほうは１００パーセントというわけではありませんが、定期的に検査する必要もないとのこと。また、ただし、脳血管障害は動脈瘤だけではなく、またいつ起こるかもしれないので脳ドックを受検するつもりで検査を受けるなら最初から慈恵医大に来てくださいとのこと。専門医と懇意になれたことと、以後心配があるときは保険で診療が受けられることになったというのが今回の私にとっての唯一の成果と言えましょうか。しかしその間に費やしたコストは、ドックにかかった費用を含めておよそ６万円程度。時間もかなり精力的に通って２ヶ月ほどかかったわけです。多分途中であきらめて中途半端で終わってしまう人も多いのではないでしょうか。そこで、私の今回の経験に基づく感想ですが、まず医療技術の進歩により未然に防げる病気は大いに増えたのですが、スクリーニング検査に引っかかる人も増え、このために医療費はかなり増高していると思われること。また、専門医や技術のない病院がドックでそういうものを取り扱っても、精密検査は結局他の専門病院に回さざるを得ないので、儲け主義のためにそういうドックをやる傾向があるとすれば、スクリーニングに引っかかった人は精神的にも時間的にもかなりの負担を強いられること。脳障害のようなものは、仮に確定診断がなされても治療が可能なものとそうでないものがあり、本人の対処方法は悩ましいこと。しかし、それを知っていれば万が一のときにも迅速な治療が施さ　れ 一命を取り留めたり、後遺障害が少なくてすむことが考えられること。最後に、脳ドック以外では、今年３年ぶりに大腸内視鏡検査を再受検しポリープを切除しましたが、これは入院も必要なく、何の迷いも必要ありませんので、予防的治療が重要な分野と思われます。４８歳ともなればどこも悪くない人はまれか、または本人が知らずにいるだけと思われます。もちろんそれで 最後まで人生をまっとうできる人のほうが多いわけですが、これまで自分の両親や同僚、先輩で無念の人生を送った方々のことを思い出すにつれ、そして何故こんな簡単なことさえしていれば亡くならずにすんだのにと思うと多くの人に自分の体のことを十分に知るために綿密な健康チェックを受けることをお勧めする次第です。
